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松永民秀 ･渡辺和人 ･山本郁93(北陸大 ･薬 ･衛生化学)
大麻成分△8･tetrahydrocannabinol(△8･THC)の主代謝経路は7位の水門馴ヒと引き続くケト
























ヒト乳幼児 9名およびチンパンジー幼児 9個体 (基礎群 :人工岬青の健常4偶作と脳性麻
畔児 1個体 :三和化学研究所 ･熊本霊長類パーク､比較群 :人工捕育 1個体､自然一人=哨育3
個体｡林原自然科学博物館)の発達過程を縦断枕頭した.チンパンジーについては竹下秀子､中
村焚太郎らと共同で,rf料収j主を行った. ,
1)水すくい突放 :ヒト幼児は1歳半ばに水移しをした｡チンパンジーは2歳台から器を辛
にもって水すくいができたが､すくった水を他の容召別こ定位して入れる ｢水移し｣は 4歳台で
も実現しなかった.水移しのモデル行動を確実に迫祝していたにも関わらず､行為の深部構造に
ある忠昧単位の巡閲(｢すくう｣+｢移す｣)の認識ないし表現に困難があるらしい02)稽木の実
盟:1辺5センチの柿木をチンパンジーは2歳後半～3歳に4個､4歳代で5個以上積んだ.飼
育施設内で母親に育てられた上で分離された4歳 6カ月児 2個体は積木積みをしなかったが､
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